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町
民
・
企
業
・
行
政
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
の
発
展

こ
そ
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
第
一
歩
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

町
政
が
密
室
で
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
情
報
を
公

開
し
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、
町
政
に
生
か
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

情
報
誌
は
、「
し
わ
ネ
ッ
ト
」
を
月
２
回
発
行
し
て
い

ま
す
。
行
政
区
長
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
全
戸
配
布
し
、

町
の
施
策
や
事
業
、
広
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
情
報
提

供
し
て
い
ま
す
。
先
月
か
ら
は
一
方
的
な
情
報
提
供
だ

け
で
な
く
、
私
に
対
す
る
ご
意
見
も
直
接
い
た
だ
け
る

よ
う
工
夫
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
家
庭
で
内
容
を

話
題
に
さ
れ
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
随
時
情
報
を

更
新
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
整
備
し
た
地
域
公
共
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
町
内
公
共
施
設
で
、
だ
れ
で
も
自
由
に
手

軽
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
有
線

放
送
「
町
長
さ
わ
や
か
対
談
」
の
内
容
も
放
映
し
て
お

り
、
音
声
だ
け
の
と
き
と
は
異
な
り
、
緊
張
し
て
責
任

の
重
大
さ
を
ま
す
ま
す
感
じ
な
が
ら
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
議
会
本
会
議
の
様
子
も
六
月
定
例
会
か
ら

放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。
議
場
で
傍
聴
し
な
く
と
も
各

地
区
公
民
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

情
報
公
開
は
広
報
媒
体
を
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
時

に
は
誤
解
を
生
む
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
あ
り
の

ま
ま
」
を
目
標
と
し
て
の
公
表
で
す
の
で
、
皆
様
か
ら

は
我
々
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
協
働
の
視
点
か
ら
、

建
設
的
な
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
共
に
発
展
で
き
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

（
藤
原　

孝
）

〈
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

情
報
公
開
の
ま
ち
づ
く
り

　発足から６年目を迎えるShiwaウインド・アンサンブル（SWE・

紫波町民バンド）は、町内外のバンドと共にコンサートを開催し

ます。「胡堂と啄木の心を結ぶ」をテーマに、熱心に音楽活動に取

り組んでいる人たちの日ごろの練習の成果を皆さんでお聴きく

ださい。

●＊ 日時　　６月２０日（日）、午前１０時～正午

●＊ 場所　　サン・ビレッジ紫波（入場無料）

●＊ 出演　　ビック・サウンズ姫神（玉山村）

　　　　　紫波総合高校吹奏楽部

　　　　　紫波一中吹奏楽部

　　　　　Shiwaウインド・アンサンブル

町議会の実況放送がスタートします

Shiwa ウインド・アンサンブル

団員募集！
　毎週木曜の午後７時から９時までの２

時間、中央公民館で笹田宣昭さんの指導

のもと、さわやかで楽しい吹奏楽の演奏

を学んでます。会費は月額５００円。楽器

をお持ちの人はお持ちください。

●＊ 問合せ・連絡先　SWE事務局�６７６-

２８３８（佐藤時計店）／ホームページ

http://www.shiwanet.com/swe/

、�

　紫波町議会の本会議の様子を、６月定例会から地域公共ネットワー

クで実況放送します。地区公民館や野村胡堂・あらえびす記念館、役場

１階ホールに設置された大型ディスプレイで視聴することができます。

放送日時は議会日程が決まり次第「ポータル紫波」

（http://www.town.shiwa.iwate.jp）でお知らせします。
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平成14年7月11日の台風6号通過直後の空撮�

平成14年7月の台風6号による紫波橋地点（紫波町犬吠森）の断面図と水位�

北上
川�

滝
名
川�

写真の赤石付近では北上川が氾らんし、床
下・床上浸水など大きな被害がありました。�

万全ですか？�
災害への備え�
万全ですか？�
災害への備え�
万全ですか？�
災害への備え�

　平成14年に被害をもたらした台風6号
から2年が経とうとしています。町では監
視カメラのほか、今号と一緒に配布する
「防災マップ」などで、確実な情報と避難方
法を確保する努力をしています。皆さんも
日ごろから防災に対する意識を持ち、家族
と避難場所などを確認しておきましょう。�

既往最高水位8.01m（明治43年9月）�

警戒水位2.90m

指定水位1.70m

計画高水位5.517m

危険水位4.40m

4.73m（平成14年7月11日午後2時）�

平成14年7月台風6号洪水�

水位の移り変わり→�
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自
然
災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る

た
め
、
次
の
よ
う
な
災
害
予
測
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

第
一
は
、
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
ど
の

よ
う
な
危
険
が
予
則
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
、
洪
水
浸

水
想
定
、
土
石
流
、
急
傾
斜
地
崩
壊
、
地
滑
り
、
活

断
層
の
場
所
を
地
図
に
表
し
て
公
表
す
る
こ
と
で
す
。

　

第
二
は
、
雨
量
、
河
川
水
位
、
ダ
ム
放
流
量
な
ど

を
即
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
、
携
帯
電
話

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
危
険
な
状
況
が
ど
こ
ま
で

迫
っ
て
い
る
か
皆
さ
ん
が
判
断
で
き
る
情
報
提
供
を

す
る
こ
と
で
す
。

　

町
で
は
、
北
上
川
が
洪
水
に
よ
り
氾
ら
ん
し
た
場

合
の
浸
水
想
定
区
域
、
土
石
流
危
険
区
域
、
急
傾
斜

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

わ
た
し
た
ち
の
住
む
日
本
は
、
自
然
災
害
の
発
生

が
多
い
国
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
地
震
、

火
山
、
洪
水
、
津
波
、
土
石
流
の
災
害
で
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
地
球
温
暖
化

が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
洪
水
、
大
型
台
風
の
多
発
、

集
中
豪
雨
、
氷
河
の
崩
壊
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

現
象
が
世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
か
ら
、
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
の
防

災
土
木
な
ど
の
進
歩
に
よ
り
、
被
害
は
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
防
災
対
策
の
能
力
を
超
え
る
自

然
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
、
今
号
と
一
緒

に
「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
配
布
し
ま
す
。
家
族
や
職
場
、

地
域
の
皆
さ
ん
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。　

ご存じですか？　避難時の心得�
避難時にあわてないようにするためにも、日頃から非常

持出し品を準備しておくとともに、避難場所や避難経路

を確認しておきましょう。ご近所のお年寄りや障害のある

人にも声を掛けて一緒に行動してください。�

避難時の注意は家族でチェック�
1.避難は必ず徒歩で、みんなと一緒に。�

2.消防署、警察署、役場、�

　自主防災組織リーダーの指示に従って。�

3.持ち物は最少限に、服装は身軽に。�

4.「山ぎわ」や「がけ」のそばに近づかない。�

5.川や池の近くでは、増水に注意。�

6.「下水」や「みぞ」にはまらないよう、足元に注意。�

7.危険を感じたら、持ち物を捨てて身軽に。�

準備しておくもの�
□ 飲料水（１日１人３リットル）�

□ 食料（すぐに食べられるもの）�

□ 懐中電灯、予備電池�

□ ラジオ�

□ 救急セット�

□ 衣類�

　（手袋、タオル、下着など）�

□ 貴重品�

　（現金、貯金通帳、印鑑、保険証など）�

家族の状況によって�
　準備しておくもの�
□ 家族に必要な薬�

□ ミルク、哺乳ビン�

□ オムツ�

□ 看護用品�

※日ごろから、非常持出し袋に入れて準備しておきましょう。�

※家族が２～３日過ごせるよう、食料や飲料水を備蓄しておきましょう。 

非常持出し品の事前準備をお忘れなく�

紫�波�消�防�署�か�ら�

チェックしましょう　避難の準備�



●５

地
崩
壊
危
険
区
域
、
地
滑
り
危
険
区
域
、
活
断
層
帯
、

平
成
十
四
年
七
月
十
一
・
十
二
日
の
浸
水
区
域
を
表

し
た「
紫
波
町
防
災
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
ま
し
た
。
防

災
マ
ッ
プ
を
ご
覧
に
な
っ
て
自
分
の
住
ん
で
い
る
場

所
は
、
自
然
災
害
が
発
生
し
や
す
い
か
、
災
害
の
危

険
が
迫
っ
た
場
合
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
良
い
か
普
段

か
ら
家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
雨
量
に
つ
い
て
の
情
報
は
注
意
を
し
て
、
自

ら
警
戒
し
危
な
い
と
感
じ
た
ら
災
害
発
生
前
か
ら
次

の
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
避
難
準
備
の
た
め
非
常
持
ち
出
し
品
準
備
と
家

財
道
具
の
処
置

　

②
組
織
的
に
避
難
場
所
へ
の
自
主
避
難
行
動

　

③
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の
救
助
を
必
要
と
し
て

い
る
人
へ
の
援
助
、
救
助
活
動

　

④
床
上
、
床
下
浸
水
な
ど
の
防
止
応
急
処
置

　

自
主
避
難
後
は
、
町
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
町

は
避
難
し
た
皆
さ
ん
に
災
害
な
ど
の
情
報
提
供
、
避

難
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

紫
波
町
防
災
マ
ッ
プ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://www.thr.mlit.go.jp/iwate/mobile/river/kitakami.html携帯電話サービスアドレス

http://www.thr.mlit.go.jp/iwate/ホームページアドレス

684kHz・
1062kHzIBC 岩手放送531kHzNHK第1 AM放送

76.1MHzFM岩手83.1MHzNHK FMFM放送

　国土交通省岩手河川国道事務所・北上川ダム統合管理事務所では、i

モード携帯電話、ホームページ、電話応答案内により北上川流域の主要地点

の水位・雨量情報などを提供しています。大雨や台風などにより洪水の恐れの

あるときは、ラジオの気象情報などに注意して、早めに避難の準備をしてくださ

い。北上川に関することを詳しく知りたい場合はお問い合わせください。

◆災害用伝言ダイヤル「171」

　災害時に現地との電話連絡が集中し、かかりにくくなった場

合に開始されるものです。家族などの状況を録音、再生するこ

とができます。利用する場合は「171」に電話し、アナウンスされ

る手順にそって、録音または再生を行ってください。

◆携帯電話 iモード災害用伝言版サービス
　大規模災害発生時、「iMenu」のトップに「災害用伝言板」が

表示されます。メッセージの「登録」や、安否を確認したい相手の

携帯番号を入力する「確認」を選択し、画面にそって入力します。

アドレス　http://dengon.docomo.ne.jp/top.cgi

●災害時に提供される電話関連情報

●国土交通省（岩手河川国道事務所・北上川ダム統合管理事務所）による北上川河川情報の提供

●監視カメラによる映像情報

●ラジオ局周波数

　　古館地区で
　　　防災訓練

　大雨災害を想定し、１５機関団体が、孤立

者救助訓練、応急食料炊出訓練など２４項

目の訓練を行います。

日時　６月２７日（日）、午前９時～１１時３０

分／場所　古館小学校

※見学者の駐車場はありません。見学は徒

歩でお願いします。

※古館小学校に接している町道古屋敷土手

１号線は約２００ｍ区間交通規制され、午前

８時３０分～１２時まで車の通り抜けができ

ません。

�654-7066北上川洪水情報サービス
（電話応答サービス）

�643-7978ダム洪水情報サービス
（電話応答サービス）

　古館地区の赤沼川・岩崎川合流点および総合運動公園敷

地内の下川原ポンプ場に監視カメラを設置しています。カメラ

映像は、町内の各地区公民館などに設置した公共端末におい

て防災情報のページから見ることができるようになっています。

監視カメラの映像から、水位状況を確認することができます。

6/27
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紫
波
町
は
「
循
環
の
町
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
百
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
現
在
の
環
境

を
よ
り
よ
い
姿
で
残
し
伝
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
町
民
、
事
業
者
、
町
の
協
働
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
平
成
十
五
年
十
一

月
二
十
八
日
に
は
「
循
環
・
共
生
・
参
加
ま
ち

づ
く
り
表
彰
」環
境
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
三
年
六
月
に
制
定
し
た
紫
波
町
循

環
型
ま
ち
づ
く
り
条
例
で
は
、「
計
画
に
沿
っ

て
進
め
ら
れ
た
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
の
成
果

に
つ
い
て
、
毎
年
公
表
す
る
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
条
例
に
従
い
、
平
成
十
五
年
度
の
報
告

と
十
六
年
度
の
計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

えこ３センターのたい肥製造施設第２次発酵棟建設・連絡道舗
装工事、機械器具購入など【1式、316,900 千円】

有
機
資
源
循
環

農業情報を管理・公開するための紫波町版トレーサビリティー
（生産履歴）システムの開発、整備【１式、15,086 千円】
家庭から出る生ごみの減量化を図るためのコンポスター補助金
（2,000 円 / 基） 【84 基、168 千円】
下水汚泥を緑化基盤材にリサイクル（業者に処理委託）
【1,000 ｍ 3、12,317 千円】

有機資源循環・地産地消の取組を推進し、町内外に発信するた
めに、おかき・硬化もち・うどんなどの特産品の販路拡大。（有）
紫波フルーツパークによる「紫あ波せ」ブランドの商標登録。

町産木材を活用して虹の保育園建設【999 ｍ 2、326,700 千円】

森
林
資
源
循
環

虹の保育園の木質バイオマスエネルギー利用暖房設備工事（ペ
レットボイラー）【１式、25,285 千円】
間伐材を利用したぬくもり待合所建設工事（赤沢、片寄、升沢地
区）【3棟、2,175 千円】
サンビレッジ紫波隣接地に、上平沢小学校旧校舎木材を再利用
したイベントハウスを建築【8棟、549 千円】
地域住民の森林資源への関心を高めるために開催したフォーラ
ム事業に対し補助
【1式、325 千円　NPO法人紫波みらい研究所】

町産木材利用の住宅に対する利子補給・固定資産税減免制度を
創設し、町産木材の需要拡大を図る

ごみ集積所整備事業補助金【7件、294 千円】

無
機
資
源
循
環

資源物保管施設整備事業補助金【1件、70 千円】

資源リサイクル運動奨励補助金【76団体、3,471 千円】

マイバック運動協力店啓発活動補助金
【1式、200 千円　　紫波町商工会】
エコ・ショップ制度、マイバッグ運動を推進する紫波町ごみ減量
女性会議の設立支援
ごみ分別、野外焼却規制、省エネ説明会の開催
【44団体、2,431 人】

道路整備事業への再生資材（砕石、アスファルト）の使用
【整備延長　1,053 ｍ】

環境�
ミニ特集ミニ特集�
環境�
ミニ特集ミニ特集�
環境�
ミニ特集�
�

表１　平成１５年度
循環型まちづくり事業の成果

【　】は事業費・事業量

平
成
十
五
年
度

循
環
型
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
成
果

古紙の再利用化（エコオフィス推進）

間伐材を利用したぬくもり待合所

省エネ体験学習「Kids ISO（入門編）」ワークブック
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省エネ体験学習「Kids　ISO（入門編）」への取り組み
（１１小学校 248人、１中学校 16人　計 264人）
【1式、400 千円】エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策

（財）省エネルギーセンター事業の省エネ教室として、実験や映
像により省エネを体験する出前型授業（2小学校、404人）
新エネルギー財団の補助事業による太陽光発電システム設置
住宅に対し１ kw当たり５万円を補助【46件、6,810 千円】
住宅用太陽光発電システムの普及啓発を図り、モデル的に第三庁舎に
導入【太陽電池最大出力：4.42kW、3,253 千円】
町役場の事務や事業により排出される温室効果ガスの削減を計
画的に推進する紫波町エコオフィス推進実行計画の策定

●環境学習

そ　
　

の　
　

他

地域と学校の共同による環境学習事業（教育振興運動協議会、
中高生社会参加活動による資源回収、クリーン作戦）　2,500
人／全中学校による環境美化活動、ゆうごうセミナー１１講座で
環境学習を実施　387人

環境学習・出前講座の実施【女性団体、小・中学校 12団体、437 人】

自然との共生植林事業　6月 8日、平成の森で開催。講師：地
球温暖化防止活動推進員、熊の専門家／指導：岩手中央森林
組合、山野草の会。動物との共生や環境保護について勉強し、
下草刈りや苗の補強などの森林の管理作業や植樹を体験
【紫波一中１年生 46人参加、160 千円】

人権養護啓発活動事業（心と緑のすくすく事業）　9 月 13日、
城山公園で開催。高木・低木約200本を植樹。講師：岩手環境ア
ドバイザー／指導：岩手中央森林組合、山野草の会。心の健全
な育成と自然環境の保全、緑の環境づくりに対する意識の高揚
を図る【86人（内小学生 48人）参加、1,304 千円】
環境学習支援　NPO「川を知る会」への機材（ゴムボート）購入
補助【１式、500 千円】

●ＮＰＯ法人紫波みらい研究所委託事業【1式、6,810 千円】
環境探検隊
　第 6回　北上川川下り　15人（H15年 9月 7日）
　第7回　間伐体験　　　 37人（H16年 3月 21日、山屋地
区・虹の保育園）　計 52人

地産地消の推進事業ワン・コイン・セミナー
　「もっと知ろう！食のこと」の実施
　第１回 「紫波もちもち牛が美味しいわけ」17人（H15年8月21日）
　第２回 「産直の上手な利用法」18人（H15年 9月 4日）
　第３回 「有機農産物づくりへの挑戦」29人（H16年 3月 18日）
　　計 64人
森と家づくりの会（森林資源循環フォーラムとの合同事業）
　森の小さな音楽会　100人（15年 6月 8日）

平
成
十
五
年
度
事
業
の
あ
ら
ま
し

　

町
で
は
、
環
境
を
良
好
に
保
ち
、
さ
ら
に
良
く
し
て
い
く
た

め
に
、
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
資
源
の
循
環
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、
同
時
に
環
境
や
資
源
循
環
の
学

習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
は
、
次
の
四
つ
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

①　
「
有
機
資
源
循
環
」
の
一
環
と
し
て
、
町
内
で
発
生
す

る
畜
産
廃
棄
物
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
品
残
さ
な

ど
の
有
効
利
用
を
進
め
る
拠
点
と
し
て
、
高
品
質
た
い
肥
製

造
施
設
「
え
こ
３
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
ま
し
た
。ま
た
、
こ

こ
で
製
造
さ
れ
た
た
い
肥
の
有
効
活
用
に
よ
る
農
産
物
の
差

別
化
、
地
産
地
消
の
拡
大
や
産
直
の
活
性
化
を
進
め
る
た

め
に
、
紫
波
町
版
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
ま
し
た
。

　

②　

森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
森
林
を
保
全
し

山
を
育
て
、
林
業
を
再
生
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
森
林
資

源
循
環
」の
一
環
と
し
て
、
町
産
木
材
を
活
用
し
て
虹
の
保

育
園
を
建
設
し
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
暖
房
も
取
り
入

れ
ま
し
た
。ま
た
、
町
産
木
材
を
使
っ
た
木
造
住
宅
の
建
築

を
促
進
す
る
た
め
に
新
た
に
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

③　

現
在
、
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る「
無
機
資
源
」の
廃

棄
を
削
減
す
る
た
め
に
、
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
再
使

用
（
リ
ユ
ー
ス
）、
再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）の
し
く
み
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、
地
域
で
の
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
の
支
援
や
町
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
ご
み
問
題
な
ど
に

つ
い
て
考
え
る
ご
み
分
別
説
明
会
の
実
施
、
ご
み
減
量
女
性

会
議
の
設
立
支
援
な
ど
で
す
。

　

④　

環
境
や
資
源
循
環
を
切
り
口
と
し
て
、
大
人
の
経
験

を
子
ど
も
に
伝
え
る
、
子
ど
も
の
発
見
を
大
人
に
伝
え
る

な
ど
の
世
代
間
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
環
境
学
習
を
進

め
ま
し
た
。

　

実
施
し
た
事
業
の
具
体
的
な
内
容
は
、「
平
成
十
五
年
度

循
環
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
成
果
」（
表
１
）の
と
お
り
で
す
。

４６人の生徒が参加した共生植林事業

住宅用太陽光発電システムモデル施設（第三庁舎屋上）
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五
月
十
日
、
盛
岡
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
ナ
ッ
ク
ス
）、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
紫
波
店
の
二
店

が
、
初
の
※「
エ
コ
・
シ
ョ
ッ
プ
し
わ
」と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、※
紫
波
町
ご
み
減
量
女
性
会
議
（
瀬
川
智

子
会
長
）
が
行
い
、
十
九
項
目
の
う
ち
四
項
目
以
上
の

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
店
舗
を
町
長
が
認
定
し
ま

す
。審
査
の
結
果
、
盛
岡
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は

十
三
項
目
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
紫
波
店
は
十
四
項
目
に

つ
い
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
包
装
の
簡
素
化
、
ば
ら
売
り
に

よ
る
ト
レ
ー
の
削
減
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
に
よ
る
レ

ジ
袋
の
削
減
な
ど
の
ご
み
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ

る
資
源
の
有
効
利
用
、
従
業
員
の
環
境
に
関
す
る
意

識
の
徹
底
な
ど
で
す
。審
査
に
当
た
っ
た
ご
み
減
量
女

性
会
議
か
ら
は
、
二
店
と

も
消
費
者
の
声
を
よ
く
聞

き
、
多
く
の
項
目
に
つ
い
て

努
力
し
、
成
果
を
上
げ
て
い

る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
証
と
ス
テ
ッ
カ
ー
の

交
付
後
、
藤
原
町
長
が
、
循

環
型
ま
ち
づ
く
り
推
進
の

た
め
、
今
後
も
こ
の
制
度
に

協
力
し
て
ほ
し
い
と
あ
い
さ

つ
し
、
盛
岡
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
田
森
悠
太
郎
理
事
長
、

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
紫
波
店
の
松
坂

正
之
店
長
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
環
境
保
全
の
た
め
努

力
し
て
い
き
た
い
と
の
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
二
店
に
続
く
、
エ
コ

シ
ョ
ッ
プ
し
わ
三
号
店
、
四
号
店

の
登
場
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●＊
 

問
合
せ　

環
境
課
循
環
政
策
室
�
６
７
２
‐
２
１
１
１　

内
線

５
５
２
１　

有
線　

‐
８
９
７
２

０１

平成１５年度に開発した紫波町版
トレーサビリティーシステムの運営

有
機
資
源
循
環

えこ３センター第２次発酵棟の
たい肥置場２区画の増設

生ごみ減量化の取り組み
（コンポスター補助金）

産業廃棄物リサイクル処理事業
（下水汚泥を緑化基盤材に活用）
特産品の販売と「紫あ波せ」ブランドの確立
町産材を利用したぬくもりのある机・
いすの整備（長岡・彦部小学校２２４セット）

森
林
資
源
循
環

県産材を利用した消防屯所の新築
（赤石：第７分団第３部消防屯所）

ペレット製造設備
（原料乾燥機、成形機、冷却機）の設置
ペレットストーブ購入費の補助

町産木材利用の新築木造住宅に対する建設
資金利子補給・固定資産税減免（補助期間：
５年以内）

ごみ集積所整備事業補助金（鉄骨造：３万
円／件上限、木造：５万円／件上限）

無
機
資
源
循
環

資源物保管施設整備事業補助金（７万円／件）
資源リサイクル運動奨励補助金（紙・金属・
繊維類：５円／ kg、びん類：２円／本）
マイバック運動協力店啓発活動補助金
ごみ減量女性会議の支援
エコ・ショップしわの認定による活動支援
ごみ分別、野外焼却規制、省エネ説明会の実施
グリーン購入の推進
道路整備事業への再生資材の使用

省エネ体験学習「Kids ISO」への
取り組み（入門編）

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

住宅用太陽光発電導入促進事業費補助

まちぴか応援プログラム活動支援
（アダプト・プログラム）

環境学習

そ　
　

の　
　

他

環境学習・出前講座の実施

自然との共生植林事業

人権養護啓発活動事業
（心と緑のすくすく事業２）

「地域における伝承聞き取り保存事業」
委託（ＮＰＯ法人紫波みらい研究所）

ＮＰＯ法人紫波みらい研究所への
　　　循環型まちづくり委託事業

紫波地元学の実施
（環境探検隊、地域聞き取り調査研究）

地産地消の推進事業の実施（地産地消栽培
体験、ワン・コイン・セミナー）

農村文化研究（暮らしの中に息づく歴史や
文化を見直し、今後に伝える）

森と家づくりの会（セミナー、森の探検隊）

　

平
成
十
六
年
度
事
業
は
、
表
の
「
事
業
計
画
」
に
基
づ
い
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

環境�
ミニ特集�
環境�
ミニ特集�
環境�
ミニ特集�

�

用
●
語
●
解
●
説

※「
エ
コ
・
シ
ョ
ッ
プ
し
わ
」認
定
制
度

　

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
、
環
境

に
優
し
い
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
町
内
の

小
売
店
舗
を「
エ
コ
・
シ
ョ
ッ
プ
し
わ
」と
し
て
認
定
し
、

応
援
す
る
も
の
で
、
二
月
に
創
設
し
ま
し
た
。町
民
と

事
業
者
と
町
の
連
携
の
も
と
、
循
環
型
社
会
構
築
に

向
け
、
環
境
に
優
し
い
生
活
様
式
を
確
立
す
る
こ
と

を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

※
紫
波
町
ご
み
減
量
女
性
会
議

　

町
内
の
女
性
八
団
体
と
赤
石
生
活
学
校
か
ら
選
出

さ
れ
た
九
人
で
構
成
さ
れ
る
団
体
で
、
マ
イ
バ
ッ
グ
運

動
や
食
品
ト
レ
ー
の
削
減
な
ど
、
生
活
者
の
視
点
か

ら
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〜
環
境
に
優
し
い
お
店
応
援
し
ま
す
〜

「
エ
コ
・
シ
ョ
ッ
プ
し
わ
」

初
の
認
定
！

環境環境�
ミニ特集ミニ特集�
環境環境�
ミニ特集ミニ特集�
環境�
ミニ特集�
�

平
成
十
六
年
度

循
環
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
計
画

平成１６年度に実施または実施予定している

循環型まちづくり事業の計画の一覧
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電
力�

灯
油�

重
油
（
四
施
設
）�

L
P
ガ
ス�

自
動
車�

〈
ガ
ソ
リ
ン
・
四
十
六
台
〉�

自
動
車�

〈
軽
油
・
五
台
〉�

水
道�

用
紙
類�

（
A
4
版
換
算
）�

平成１３年実績� 684,689kwh

643,608kwh

725,122kwh平成１５年実績�

平成１８年度目標（６%削減）�

平成１３年実績� 84,441リットル�

79,375リットル�

73,264リットル�平成１５年実績�

平成１８年度目標（６%削減）�

119,000リットル�

111,860リットル�

107,325リットル�

平成１８年度目標（６%削減）�

平成１３年実績�

平成１５年実績�

4,019m3�

3,778m3�

3,946m3�

平成１８年度目標（６%削減）�

平成１３年実績�

平成１５年実績�

36,780リットル�

34,573リットル�

34,723リットル�

平成１８年度目標（６%削減）�

平成１３年実績�

平成１５年実績�

4,439リットル�

4,173リットル�

4,728リットル�

平成１８年度目標（６%削減）�

平成１３年実績�

平成１５年実績�

10,712m3

10,658m3

平成１３年実績�

平成１５年実績�

6,266,542枚�

3,340,856枚�

平成１３年実績�

平成１５年実績�

エアコン・�

パソコン導入
�

環境�
ミニ特集ミニ特集�
環境�
ミニ特集ミニ特集�
環境�
ミニ特集�
�

　

削
減
成
果
は
着
々
で
す
！　

町
役
場
の

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
十
六
年
三
月
に
、
国

が
定
め
た
グ
リ
ー
ン
購
入
法
の

規
定
に
基
づ
き
、「
庁
用
環
境

物
品
等
の
調
達
の
推
進
に
関

す
る
基
本
方
針
」
を
定
め
ま

し
た
。町
が
環
境
負
荷
の
低
い

原
材
料
、
部
品
、
製
品
お
よ

び
役
務
の
調
達
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の

基
本
的
事
項
を
定
め
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
町
民
、
事
業
者
に
つ
い
て
も
こ
の
基
本
方
針

を
参
考
に
、
町
と
相
互
に
連
携
し
て
環
境
に
優
し
い
物
品
の

購
入
に
努
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
十
六
年
度
は
紙
類
や
文

具
類
な
ど
十
三
分
野
に
わ
た
り
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
も
の
を

調
達
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

●＊
 

問
合
せ　

総
務
課
�
６
７
２
―

２
１
１
１

　

内
線
３
１
２
１　

有
線　
―

８
９
３
２

０１

紫波町役場エコオフィス実行計画推進の取り組みによる
平成 1５年度実績の公表

昼休みの消灯

新聞紙削減

コーヒーメーカーと電気ポットの廃止

グリーン、エコ製品の購入（４０品目）

古紙利用率７３％に

電子メールによる会議通知

例規データベースによる例規集のペーパーレス化

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
平
成
十
五
年
三
月

に
策
定
し
た
の
が
紫
波
町
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
推
進
実
行
計
画
で

す
。
平
成
十
三
年
度
の
数
字
を
基
準
に
、
資
源
循
環
に
よ
る

環
境
負
荷
低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
推
進
施
設
、
準
推
進
施
設
を
定
め
て
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
左
表
は
推
進
施
設
に
お
け
る
主
に
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
掲
げ
て
推
進
し
て
き
た
年
間
電
力
・
燃
料
系
消
費

量
や
用
紙
類
な
ど
の
現
状
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
計
画
で
は
十
八
年
度
ま
で
の
四
年
間
で
燃
料
種
別

ご
と
の
消
費
量
を
六
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

CO2
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は
じ
め
に

　

紫
波
の
先
人
藤
原
嘉
藤
治
は
、
宮
澤
賢

治
の
創
作
と
実
践
活
動
の
身
近
に
い
て
、
早

く
か
ら
作
品
の
価
値
を
わ
か
り
、
賢
治
亡

き
あ
と
、
そ
の
作
品
を
世
に
出
す
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
し
た
。戦
後
は
賢
治
の
精
神
を

実
践
に
移
し
て
開
拓
農
民
と
な
り
、
東
根

山
の
麓
に
人
生
を
全
う
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
人
々
は
「
開
拓
の
か
と
う
つ
ぁ
ん
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
嘉
藤
治
は
宮
沢
賢

治
の
友
人
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
音
楽
人
、

詩
人
、
編
集
人
な
ど
独
自
の
功
績
も
あ
り
、

人
々
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
こ
の
さ
さ
や
か
な
物
語
か
ら
、

何
か
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

一
、
嘉
藤
治
の
お
い
た
ち

　

明
治
二
十
九
年
二
月
十
日
、
旧
水
分
村
小

屋
敷
の
藤
原
家
に
男
の
子
が
誕
生
し
ま
し
た
。

名
は
嘉
藤
治
と
い
い
ま
す
。し
か
し
、
家
庭
の

事
情
に
よ
り
嘉
藤
治
は
間
も
な
く
他
家
に
も

ら
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
先
は

旧
不
動
村 
白  
沢 
の

し
ら 
さ
わ

 
博  
労 
（
家
畜
仲
介
人
）、
菅

ば
く 
ろ
う

原
豊
治
郎
と
そ
の
妻
ソ
ノ
の
家
で
し
た
。

　

二
人
に
は
子
ど
も
が
な
く
、
栄
養
不
足
で

や
せ
細
っ
た
嘉
藤
治
を
喜
ん
で
迎
え
、
大
事
に

育
て
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
皮
肉
に
も
、
そ
の
後
、

夫
妻
に
は
、
い
わ
ゆ
る「
や
か
ね
っ
こ
」
と
い
わ
れ

る
子
ど
も
が
三
人
も
生
ま
れ
ま
し
た
。で
も
、

菅
原
家
の
人
々
は
こ
の
子
ど
も
ら
を
分
け
へ
だ

て
な
く
か
わ
い
が
り
、
嘉
藤
治
も
義
理
の
弟
妹

の
面
倒
を
よ
く
み
た
そ
う
で
す
。四
人
の
兄
弟

は
終
生
仲
良
く
、
互
い
に
支
え
合
い
ま
し
た
。

　
「
白
沢
村
物
語
」
の
編
集
委
員
長
佐
々
木
民

五
郎
さ
ん
（
八
十
二
歳
）
は
嘉
藤
治
が
子
ど
も

時
代
よ
く
遊
ん
だ
場
所
に
案
内
し
て
く
れ
、
こ

ん
な
話
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
辺
り
は 
馬  
場  
野 
と
い
い
、
豊
治
郎
の
本
家

ば 

ば 

の

の
馬ば
   
 
場 （
屋
号
）の
土
地
だ
。こ
こ
に
堤
が
あ
っ
た
。

ば

あ
の
森
や
原
野
、
そ
の
堤
は
嘉
藤
治
の
遊
び
場

だ
っ
た
。学
校
か
ら
帰
る
と
、
嘉
藤
治
は
道
具

の
風
呂
敷
包
み
を
台
所
さ
放
り
出
し
、
水
浴

び
だ
の 
雑  
魚 
捕
り
に
夢
中
だ
っ
た
ど
」

ざ
っ 
こ

　

嘉
藤
治
が
晩
年
に
書
い
た
本
の
中
に
「
太
田

川
は
浅
瀬
あ
り
、
急
流
あ
り
、
淵
あ
り
で
結

構
こ
の
上
な
い
自
然
の
プ
ー
ル
だ
っ
た
。か
わ
せ

み
は
光
の
つ
や
を
流
し
、
ミ
ン
ミ
ン
蝉
は
奏
で
、

い
つ
終
わ
る
と
も
な
い
河
童
ど
も
の
川
辺
の
祭

り
を
祝
福
し
て
く
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

秀
麗
岩
手
山
を
北
に
望
み
、
西
に
は
南
昌
、

東
根
の
山
並
み
を
仰
ぐ
白
沢
の
地
は
、
嘉
藤

治
の
詩
と
音
楽
へ
の
憧
憬
を
は
ぐ
く
み
、
ま
た

も
の
ご
と
を
真
剣
に
追
求
し
よ
う
と
す
る
気

持
ち
を
育
て
た
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
の
で
す
。

　

嘉
藤
治
は
不
動
高
等
小
学
校
を
終
え
て
な

お
向
学
心
に
燃
え
、
日
詰
の
紫
波
高
等
小
学

校
に
一
年
間
歩
い
て
通
い
ま
し
た
。そ
し
て
実

の
兄
広
治
に
習
い
、
岩
手
師
範
学
校
へ
進
ん
で

音
楽
教
師
の
道
を
目
指
し
ま
し
た
。師
範
学
校

に
入
学
し
た
時
、
義
父
豊
治
郎
は
立
派
な
袴

を
買
っ
て
与
え
た
そ
う
で
す
。

　

白
沢
の
人
々
の
心
の
優
し
さ
も
ま
た
嘉
藤
治

を
心
豊
か
な
人
に
成
長
さ
せ
た
よ
う
で
す
。

か
と
う
じ
山
の
音
楽
会

　

か
と
う
じ
山
の
音
楽
会
実
行
委
員
会

で
は
ユ
ニ
ー
ク
な
音
楽
会
を
開
催
し
ま

す
。
高
村
光
太
郎
の
詩
「
開
拓
に
寄
す
」

の
朗
読
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

野
外
劇
「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」、
み
ん
な

で
一
緒
に
歌
う
「
音
楽
会
」
な
ど
、
見

て
、
聞
い
て
、
参
加
す
る
音
楽
会
で
す
。

さ
ら
に
広
場
で
は
嘉
籐
治
パ
ネ
ル
展
、

建
物
内
で
は
嘉
籐
治
収
集
セ
ノ
オ
楽
譜

展
を
併
催
し
ま
す
。

●＊
 

日
時　

六
月
二
十
日
（
日
）、
午
後
一

時
〜
三
時

●＊
 

場
所　

ビ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
芝
生
広
場

（
水
分
）　

※
雨
天
時
は
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温

泉
館
交
流
プ
ラ
ザ
紫
波

●＊
 

入
場
料　

無
料

●＊
 

問
合
せ　

水
分
公
民
館
�
６
７
３
―

８

２
２
２

どっこ舎　内城弘隆　作

嘉籐治が育った矢巾町白沢・
馬場野の風景

　

町
の
先
人
藤
原
嘉
藤
治
の
顕
彰
が
自
発
的
な

町
民
運
動
と
し
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
。宮
澤
賢
治

と
の
か
か
わ
り
も
深
い
嘉
藤
治
の
、
生
い
立
ち

か
ら
業
績
を
、
連
載
「
か
と
う
じ
物
語
」
と
し
て

日
詰
の
内
城
弘
隆
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

連載  第１回
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
約
一
年
前
に
一
時
寝

た
き
り
と
な
っ
た
赤
沢
の
川
村
藤
一
さ
ん
（
八
十

六
歳
）
で
す
。
歩
行
困
難
な
状
態
か
ら
つ
ら
い
リ

ハ
ビ
リ
を
重
ね
る
こ
と
で
、
つ
い
に
歩
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
家
族
か
ら
の
精
神
的
な
支
え

と
介
護
保
険
の
適
切
な
利
用
で
こ
れ
ま
で
の
道

の
り
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
腰
か
ら
下
が
ま
っ
た
く
動
か
な
か
っ
た
。
今

で
は
段
差
の
な
い
室
内
で
あ
れ
ば
歩
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
家
族
の
協
力
で
、
退
院
に
合
わ
せ
て

住
宅
を
改
修
し
た
の
で
家
で
の
移
動
は
ほ
と
ん

ど
苦
に
な
ら
な
い
。
今
は
外
を
歩
く
練
習
も
し

て
い
る
」
と
優
し
い
笑
顔
で
話
し
、
器
具
を
使
わ

ず
部
屋
を
歩
い
て
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

住
宅
改
修
と
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
で
歩
け
る
よ
う
に

　

藤
一
さ
ん
に
と
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
は
、
想
像
し
て
い
た
以
上
に
苦

痛
で
し
た
。立
つ
練
習
の
基
礎
を
は
じ
め
、
つ
か
ま
り
立
ち
や
平

行
棒
で
の
歩
行
訓
練
な
ど
、
泣
き
た
い
く
ら
い
つ
ら
か
っ
た
そ
う

で
す
。そ
の
つ
ら
さ
を
乗
り
切
る
一
番
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は

「
必
ず
治
る
」と
い
う
家
族
の
応
援
で
し
た
。

　

さ
ら
に
息
子
さ
ん
た
ち
は
、
藤
一
さ
ん
の
自
宅
で
の
生
活
に

備
え
、
住
宅
の
改
修
も
し
ま
し
た
。「
と
に
か
く
家
族
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」
と
、
お
邪
魔
し
た
日
、
藤
一
さ
ん
は
目

に
涙
を
浮
か
べ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
は
、
リ
ハ
ビ
リ
に
も
徐
々
に
慣
れ
、「
一
人
で
自
由
に
歩

き
回
り
た
い
」
と
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。日
課
は
エ

ア
ロ
バ
イ
ク
に
乗
る
こ
と
。一
日
二
回
無
理
せ
ず
続
け
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

に
い
や
ま
荘
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
支
援
専
門
員　

戸
塚
京
子
さ
ん

　

川
村
さ
ん
は
平
成
十
五
年
三
月
か
ら
介
護
保
険
を
利
用
し
て
い

ま
す
。介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
週
二
回
の
訪
問
介
護
に
よ
る
入

浴
の
ほ
か
に
、
月
二
回
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
る
訓
練
で
す
。歩
行

困
難
な
状
態
か
ら
、
車
い
す
で
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は

歩
行
器
を
利
用
し
、
家
の
中
を
自
在
に
歩
い
て
い
ま
す
。そ
れ
は
作

成
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
即
実
践
さ
れ
、
筋
力
強
化
、
安
定
歩
行
の

練
習
な
ど
を
熱
心
に
続
け
て
い
る
た
め
で
し
ょ
う
。家
族
の
期
待
に
、

本
人
が
応
え
、
ま
た
家
族
が
応
援
す
る
…
…
ま
さ
に
ご
本
人
の
努

力
と
家
族
の
協
力
の
成
果
が
実
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

～体験談紹介～�

担当　介護保険室�６７２-４５２２

【
介
護
保
険
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
】

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
と
は
…

　

自
宅
に
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
が
訪
問
し
、
リ
ハ
ビ
リ
（
機
能
回

復
訓
練
）
を
行
な
う
サ
ー
ビ
ス
。
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印
刷
◆
川
嶋
印
刷
株
式
会
社

　

今
年
も
五
月
九
日
か
ら
、
早
起
き
野
球
の
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
八
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ

戦
と
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
県
大
会
出
場
を
目
指
し
、
週

二
回
、
町
営
野
球
場
と
河
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
試
合
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
に
早
朝
野
球
大
会
と

し
て
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
は
当
時
十
九
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
優
勝
チ
ー
ム
を
先
頭
に
パ
レ
ー
ド
も
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

早
朝
五
時
半
か
ら
五
回
戦
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
な
し
の

ル
ー
ル
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
会
社
の
名
誉
を

担
っ
て
出
場
し
て
い
た
職
場
チ
ー
ム
の
参
加
が
な
く
な

り
、
現
在
は
地
域
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
で
、
若
い
人
た

ち
に
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
が
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
バ
ム
に
は
ら
れ
た

あ
の
日
の
紫
波
町

ス
ロ
ー
な
昔
の
生
活
を
の
ぞ
き
、

心
を
い
や
し
て
く
だ
さ
い
。

早
朝
野
球
大
会

昭
和
四
十
六
年　

広
報
し
わ
掲
載
写
真

今回の作品
レザークラフト教室の
皆さんの作品

指導
佐々木栄子さん
　　　　（佐比内）

　

講
師
の
佐
々
木
さ
ん（
写
真
前
中
央
）は
、
以

前
東
京
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
友
だ
ち
に
誘
わ
れ

て
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
習
得
。地
域
の
人
に
教

え
る
よ
う
に
な
っ
て
十
五
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
も
慣
れ
た
手
つ
き
で
刻
印
を
打

ち
、
好
き
な
色
を
塗
っ
て
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

（左上写真）昭和４６年６月、前年優勝の企業チーム

「不二家」を先頭に日詰商店街をパレード

（右上写真）５月９日に行われた開会式。水分クラ

ブ、佐藤友泰主将の選手宣誓

レザークラフト教室は毎週水曜、佐比内公民館（�６７４-
２６２６）で昼・夜開催。材料費のみで習うことができます。
教室の作品は本庁舎１階ロビーに７月末まで展示して
います。

　使うほど手になじむ手作りの革製品は、修理したり色を塗り替えたりすることで、新品
の輝きを取り戻し、長く愛用できます。

おわびと訂正
５月号で紹介した藤尾良一さんは宮手でした。訂正しておわびいたします。


